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rゆかり展」開催中～2010年12月15日
郷土・資料調査室では、貴重書・ゆかりの文人関連資料・画像資料などを所蔵しています。

資料保存のため普段は一般公開していませんが、企画展示を行なわない時期には、それらの

貴重資料をご紹介する機会として、「ゆかり展」を開催いたします。
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2
0
1
0
年

1
2
月
1
7
日
～
2
0
1
1
年
3
月
1
6
日

Ⅱ
「
浅
草
十
二
階
～
凌
雲
閣
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
～
」

（
展
示
の
名
称
・
期
間
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

日
本
初
の
電
動
式
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
建

造
物
に
し
て
、
浅
草
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
だ
っ

た
凌
雲
閣
。
モ
ダ
ン
な
洋
風
建
築
で
あ
り
な

が
ら
劇
場
を
持
ち
、
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
の
会

場
に
も
な
っ
た
そ
の
存
在
意
義
は
た
だ
の

「
高
い
塔
」
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

こ
の
展
示
で
は
、
印
刷
物
・
絵
は
が
き
な

ど
の
画
像
資
料
の
ほ
か
、
文
学
作
品
を
通
じ

て
、
失
わ
れ
た
時
代
の
幻
の
タ
ワ
ー
、
凌
雲

閣
を
振
り
返
り
ま
す
。
明
治
か
ら
大
正
期
に

か
け
て
の
、
凌
雲
閣
や
そ
の
周
辺
に
集
っ
た

人
々
の
息
づ
か
い
、
浅
草
の
衝
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

2

0

1

1

年

3
月
1
8
日
～
6
月
1
5
日

□
「
新
収
蔵
資
料
展
し

（
展
示
の
名
称
・
期
間
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

寄
贈
や
購
入
に
よ
り
、
新
た
に
郷
土
・
資

料
調
査
室
収
蔵
品
に
加
わ
っ
た
資
料
を
実
物

や
パ
ネ
ル
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
の
「
ゆ
か
り
の
文
学
コ
ー
ナ
ー
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以
降
、

郷
土
・
資
料
調
査
室
で
は
多
く
の
行
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
昨
年
か
ら
の
行
事
を
ま
と
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

台
東
区
は
、
古
く
か
ら
文
学
者
が
暮
ら
し
、

た
び
た
び
文
学
作
品
の
舞
台
と
な
り
ま
し

た
。
本
展
示
で
は
寺
門
静
軒
・
酒
井
抱
t
・

正
岡
子
規
・
饗
庭
皇
村
な
ど
根
岸
に
住
ん
だ

文
人
た
ち
に
注
目
し
、
特
に
文
学
に
関
連
深

い
地
域
と
し
て
の
　
「
根
岸
」
　
の
イ
メ
ー
ジ
が

ど
の
よ
う
に
培
わ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
、
江
戸
時
代
後
期

か
ら
明
治
時
代
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

《会　期》

2
0
0
9
年
6
月
～
1
0
月
1
4
日

入
関
連
行
事
）

口
ゆ
か
り
の
文
学
講
座

「
酒
井
抱
一
と
根
岸
の
文
人
」

・
2
0
0
9
年
8
月
2
2
日

・
講
師
‖
河
合
正
朝
氏

（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

酒
井
抱
一
と
い
う
と
画
業
が
有
名
で
す

が
、
そ
の
作
品
や
美
術
の
お
話
の
み
に
と
ど

ま
ら
ず
、
抱
一
の
教
養
溢
れ
る
人
柄
、
多
方

面
に
わ
た
る
交
友
関
係
な
ど
に
も
触
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ロ
台
東
区
ゆ
か
り
の
歴
史
散
歩

r
根
岸
を
歩
く
・
－
根
岸
派
の
作
家
を
訪
ね
て
1
」

・
2
0
0
9
年
9
月
1
2
日

・
講
師
‖
長
沼
秀
明
氏
（
明
治
大
学
講
師
）

・
コ
ー
ス
　
世
尊
寺
1
御
行
の
松
1
子
規
庵
・

書
道
博
物
館

一
時
間
ほ
ど
の
講
義
の
後
、
明
治
か
ら
昭

和
に
か
け
て
作
家
・
文
化
人
が
多
く
住
み
、

交
流
の
拠
点
と
な
っ
た
根
岸
を
め
ぐ
り
ま

した。

江
戸
時
代
後
期
、
向
柳
原
の
医
学
館
に
京

都
の
本
草
学
者
・
小
野
蘭
山
が
招
か
れ
、
近

代
植
物
学
へ
の
第
一
歩
が
築
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
台
東
区
内
の
各
所
で
は
、
寺
社
の
境
内

で
開
か
れ
る
品
評
会
や
植
木
市
に
よ
っ
て
園

芸
ブ
ー
ム
の
発
信
源
が
出
現
し
ま
し
た
。

明
治
時
代
に
は
、
菊
人
形
や
変
化
朝
顔
を

目
当
て
に
浅
草
・
入
谷
・
谷
中
を
訪
れ
る
人

は
後
を
絶
た
ず
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期

に
お
け
る
関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
期
に

は
、
学
校
庭
園
や
学
校
温
室
な
ど
、
教
育
施

設
で
重
点
的
に
園
芸
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
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（会　期）

前
期

2
0
0
9
年
1
0
月
1
6
日
～
1
2
月
1
6
日

後
期

1
2
月
1
8
日
～
2
0
1
0
年
2
月
1
7
日

前
後
期
で
大
き
な
テ
ー
マ
変
更
を
行
な
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
展
示
資
料
や
解
説
の
切

り
口
を
替
え
、
台
東
区
に
お
け
る
園
芸
文
化

の
変
わ
り
ゆ
く
姿
・
変
わ
ら
な
い
姿
を
実
感

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
関
連
行
事
）

□
記
念
講
演
会

「
文
芸
作
品
か
ら
見
た
台
東
の
園
芸
文
化
」

・
2
0
0
9
年
1
0
月
3
1
日

・
講
師
‖
平
野
恵
良
明
治
大
学
文
学
部
講
師
）

江
戸
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
園
芸
文
化

は
広
く
根
付
い
て
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
同

時
代
の
文
学
作
品
に
登
場
す
る
様
子
か
ら
、

台
東
区
と
園
芸
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
2
0
0
9
年
1
1
月
2
9
日

・
講
師
‖
高
橋
敏
氏

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
）

神
社
へ
の
届
け
書
き
や
寺
子
屋
の
手
習

い
帳
・
番
付
な
ど
、
江
戸
時
代
の
子
育
て

や
教
育
に
ま
つ
わ
る
資
料
を
ふ
ん
だ
ん
に

盛
り
込
み
、
江
戸
の
教
育
事
情
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

古
来
よ
り
交
通
の
要
所
で
あ
り
、
浅
草
寺
や
寛
永

寺
と
い
っ
た
旅
の
目
的
地
も
数
多
く
あ
っ
た
台
東
区
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
庶
民
に
よ
る
旅
が
定
着
し
、
さ

ら
に
ブ
ー
ム
を
迎
え
る
と
、
ま
す
ま
す
訪
れ
る
人
が

増
え
ま
し
た
。
本
講
座
で
は
旅
に
ま
つ
わ
る
江
戸
時

代
の
出
版
物
を
紐
解
き
な
が
ら
、
台
東
区
内
の
名
所

旧
跡
を
織
り
交
ぜ
つ
つ
、
当
時
の
旅
の
様
子
を
の
ぞ
い

て
い
き
ま
し
た
。

各
回
1
8
時
3
0
分
～
2
0
時

0
2
0
1
0
年
2
月
4
日
　
（
木
）

「
地
誌
か
ら
見
た
江
戸
の
旅
－
『
江
戸
名
所
記
』
か
ら

『
江
戸
名
所
図
会
』
ま
で
」

・
講
師
＝
斎
藤
智
美
氏
（
明
治
大
学
講
師
）

0
2
月
1
8
日
（
木
）

「
江
戸
の
行
き
だ
お
れ
」

・
講
師
‥
花
木
知
子
氏
企
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
貯
聾
三
一
苔
8

0
2
月
2
5
日
（
木
）

「
旅
日
記
か
ら
見
た
江
戸
の
旅
」

・
講
師
‖
佐
藤
顕
氏
（
明
治
大
学
助
手
）

0
3
月
4
日
　
（
木
）

「
旅
日
記
か
ら
見
た
江
戸
の
旅
2
」

・
講
師
‥
加
藤
芳
典
氏
（
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
専
門
員
）

各
回
と
も
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
な
わ
れ
、
講
師

の
方
々
に
は
テ
ー
マ
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
お
話
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
郷
土
・
資
料
調
査
室
開
催
の
催
し
は

土
日
の
午
後
に
行
な
う
も
の
が
多
く
、
「
平
日
開
催
を

希
望
す
る
」
　
と
い
う
ご
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
仕
事
帰
り
に
参
加
さ
れ
る
方
や
、
学
生

の
方
の
参
加
も
想
定
し
た
た
め
、
本
講
座
は
平
日
の

夜
（
各
回
1
8
時
3
0
分
～
2
0
時
）
と
い
う
時
間
帯
を
選

ん
で
開
催
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
意
見
な
ど
を
参
考
に
、
参
加
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
た
催
し
物
の
開

催
曜
日
・
時
間
帯
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
箔
写
真
の
ほ
か
、
遺
品
の
カ
メ
ラ
・
帽
子
・
パ
イ

プ
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

故
・
高
相
嘉
男
氏
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
写
真
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
特
に
浅
草
近
辺
で
催
さ
れ
る
多

く
の
行
事
に
焦
点
を
当
て
、
「
祭
り
」
を
題
材
と
し
た

企
画
展
示
を
行
な
い
ま
し
た
。

（会　期）

前
期
‥
2
0
1
0
年
2
月
1
9
日
～
4
月
1
4
日

酉
の
市
・
時
代
祭
り
（
白
鷺
の
舞
）
・
羽
子
板
市
・

大
根
祭
り
・
ど
ん
ど
焼
き
・
節
分

後
期
‖
4
月
1
6
日
～
6
月
1
3
日

三
社
祭
・
ほ
お
ず
き
市
・
植
木
市
・
隅
田
川

花
火
大
会
・
浅
草
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル

会
期
中
に
開
催
さ
れ
る
三
社
祭
に
合
わ
せ
て
、
前

期
に
　
「
秋
冬
の
祭
り
」
後
期
に
　
「
春
夏
の
祭
り
」
　
と

前
後
期
で
取
り
扱
う
作
品
テ
ー
マ
ご
と
の
展
示
替
え

を
し
ま
し
た
。

特
設
本
棚
に
は
、
生
前
の
高
相
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
を
は
じ
め
、
浅
草
周
辺
で

行
な
わ
れ
る
行
事
に
関
す
る
書
籍
な
ど
を
配
置
。

ケ
ー
ス
展
示
で
は
、
高
相
氏
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
の

現
在
の
台
東
区
に
あ
た
る
地
域
で
長
く
暮
ら
し
、
下

谷
の
地
で
没
し
た
三
遊
亭
円
朝
（
1
8
3
9
1
1
9
0
0
）
。

本
展
開
催
の
2
0
1
0
年
は
そ
の
没
後
1
1
0
年
で

した。円
朝
の
噺
を
現
在
へ
と
伝
え
る
真
重
な
速
記
本
の

展
示
と
並
列
し
て
、
特
設
本
棚
に
は
『
圃
朝
全
集
』

全
1
3
巻
や
円
朝
が
登
場
す
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
な

ど
関
連
図
書
資
料
を
集
め
ま
し
た
。

宏
耳
期
》

2
0
1
0
年
6
月
1
8
日
～
9
月
1
5
日

（
関
連
行
事
）

□
中
央
図
書
館
落
語
会
～
夏
の
「
芝
浜
」
～

・
2
0
1
0
年
9
月
4
日

・
講
師
二
二
遊
亭
真
楽
師
匠
（
落
語
家
）

円
朝
作
の
噺
と
し
て
有
名
な
　
「
芝
浜
」
　
の
口
演
と
、

円
朝
噺
や
円
朝
か
ら
は
じ
ま
る
三
遊
亭
一
門
な
ど
に

ま
つ
わ
る
ト
ー
ク
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
展
示
に
関
連
し
て
、
中
央
図
書
館
視
聴

覚
コ
ー
ナ
ー
で
は
　
「
円
朝
噺
」
を
題
材
に
し
た
C
D

の
特
集
を
組
み
ま
し
た
。

こ
う
し
た
他
の
コ
ー
ナ
ー
と
の
　
「
タ
イ
ア
ッ
プ
」

企
画
は
本
展
が
初
め
て
で
し
た
が
、
今
後
も
所
蔵
資

料
の
活
用
と
展
示
を
積
極
的
に
結
び
つ
け
、
図
書
館

全
体
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


